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活動報告

平成１８年度 厚生連薬剤師会学術活動

長岡中央綜合病院 薬剤部

内山 一史

厚生連薬剤師会は、会員の知識の研鑽と資質の向上をはかるため、例年春季・秋季に研修会、会員発表、特別講
演を行ってきましたが、今年度は例年春季に行っていた会員の研究発表を秋季に行い、春季は業務についての分科
会を開き情報交換を行いました。また、年２回新任薬剤師研修会を行い新任者の知識と技能の向上をはかっていま
す。
会員の研究発表も積極的に行われており、今年度の発表は下記のとおりです。

農村医学会新潟地方会
時 平成１８年４月２２日
所 長岡中央綜合病院
会員研究発表
「治験業務を開始して」
長岡中央綜合病院 鈴木 敦子

日本糖尿病学会
時 平成１８年５月２５日～２７日
所 東京都
ポスター発表
「薬物療法が正しく行われるための教育ツール」
長岡中央綜合病院 佐藤 宏
「新潟県中越地震時の糖尿病患者の実態調査～２施設での検討」
長岡中央綜合病院 片桐 歩

第４３回厚生連薬剤師会総会・研修会
時 平成１８年５月２８日
所 長岡中央綜合病院
業務検討分科会（服薬指導、注射薬調剤、感染対策、NST・褥瘡）
特別講演 『薬剤師が参画する褥瘡局所保存的治療とその実際』
演題 Ⅰ 「褥瘡の病態評価とDESIGNの活用」
演題 Ⅱ 「褥瘡の外用療法とその実際」
国立長寿医療センター 薬剤部 副薬剤長 古田 勝経 先生

厚生連薬剤師会平成１８年度前期新任薬剤師研修会
時 平成１８年７月２２日
所 長岡中央綜合病院
参加 ２０名

日本病院薬剤師会関東ブロック学術大会
時 平成１８年８月２６日～２７日
所 前橋市
ポスター発表
「輸液使用時における問題点と使用指針の作成」
長岡中央綜合病院 佐藤 宏
「ステロイド抵抗性ネフローゼ症候群患者へのネオーラル１日１回投与の効果 第２報」
長岡中央綜合病院 片桐 歩
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厚生連薬剤師会 副薬剤長・主任会議
時 平成１８年９月２日
所 長岡中央綜合病院
参加 １５名
各病院より業務について現状、問題点の報告

第３７回全国厚生連病院薬剤長会議
時 平成１８年１０月７日
所 福井市
会員研究発表
「服薬指導支援システム（PICS）導入による服薬指導の効率化」
長岡中央綜合病院 鈴木 知信
「新潟県中越地震を経験して 第二報」
魚沼病院 山岸 朱理

第５５回農村医学会学術大会
時 平成１８年１０月１２日
所 名古屋市
会員研究発表
「血糖認識トレーニング（BGAT）を利用しての患者指導」
長岡中央綜合病院 濱崎真沙子

第６回先進インスリン療法研究会
時 平成１８年１０月２８日
所 長岡市
会員研究発表
「懸濁インスリン製剤の混和操作指導の実態と指導用ツールの検討」
長岡中央綜合病院 片桐 歩

第２８回文化連主催厚生連薬剤師研修会
時 平成１８年１０月２８日
所 東京都
会員研究発表
「病棟活動における薬剤師の役割」
佐渡総合病院 佐藤 宏

新潟県病院薬剤師会第４１回病院薬学研修会
時 平成１８年１１月１９日
所 新潟市
会員研究発表
「薬剤管理指導とリスクマネージメント」
長岡中央綜合病院 田辺 直子

厚生連薬剤師会秋季研修会・特別講演会
平成１８年１１月２６日
所 新潟市
会員研究発表
「ヘパリンNaロック用プレフィルドシリンジとその適正使用に関する調査」
糸魚川総合病院 齊藤 龍弥
「がん化学療法に対する薬剤師の取り組み」
糸魚川総合病院 山本 剛
「上越総合病院 新病院紹介」
上越総合病院 押見 肇
「疥癬の集団発生における薬剤の使用報告」
中条病院 大倉 利華
「新潟県中越地震を経験して」
魚沼病院 山岸 朱理
「ヒドロキノンモノベンジルエーテル親水軟膏による脱色素療法」
村上総合病院 本間 絵美
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「Asthma Control Test（ACT）と吸入指導の効果」
長岡中央綜合病院 旅河 佐知子
「栃尾郷病院における入院時持参薬管理の現状」
栃尾郷病院 奈良井 薫
「懸濁インスリン製剤の使用実態調査」
佐渡総合病院 渡部 由美子

特別講演
「チーム医療において看護師から」
聖路加国際病院 外来点滴センター 金井 久子先生
「乳癌内分泌療法に関する最近の話題」
新潟県立がんセンター 外科部長 佐藤 信昭先生
「高コレステロール血症治療の新たな選択」
新潟大学医師学総合病院 検査部講師 三井田 孝先生

厚生連薬剤師会平成１８年度後期新任薬剤師研修会（１２月９日開催予定）


